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十
、
福
利
厚
生
サ
ー
ビ
ス
を
変
更
す
る

根
拠
お
よ
び
詳
細
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
。 

会
社 

公
私
に
渡
っ
て
様
々
な
見
聞
を
広
げ
、

心
身
健
康
で
充
実
し
た
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
を
送
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
よ
り
魅
力
の
あ
る
福
利

厚
生
サ
ー
ビ
ス
を
導
入
す
る
こ
と
と
し
た
。 

新
た
な
サ
ー
ビ
ス
に
は
生
活
・
レ
ジ
ャ
ー
に

関
連
す
る
様
々
な
割
引
の
ほ
か
、
宿
泊
時
の
補

助
も
備
え
て
い
る
。 

名
称
「
Ｊ
Ｔ
Ｂ
え
ら
べ
る
倶
楽
部
」 

 

十
一
、
福
利
厚
生
サ
ー
ビ
ス
の
変
更
に

よ
っ
て
、
グ
ル
ー
プ
会
社
の
施
設
利
用

に
お
け
る
会
員
特
典
な
ど
の
効
力
が
失

わ
れ
る
の
か
明
ら
か
に
す
る
こ
と
。 

会
社 

Ｊ
Ｒ
東
日
本
カ
フ
ェ
テ
リ
ア
倶
楽
部

の
契
約
終
了
に
伴
い
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
グ
ル
ー

プ
が
提
供
す
る
施
設
利
用
等
の
特
典
は
廃
止

と
な
る
。 

組
合 

廃
止
に
伴
う
施
設
利
用
券
な
ど
の
解

約
金
な
ど
に
つ
い
て 

会
社 

会
員
特
典
の
解
約
金
等
に
つ
い
て

は
、
各
自
に
て
対
応
す
る
。 

九
、
自
衛
消
防
技
能
認
定
資
格
を
取
得

す
る
目
的
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
。
ま

た
、
合
格
者
に
対
す
る
補
助
の
支
給
理

由
及
び
現
時
点
で
取
得
済
み
社
員
の
対

応
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
。 

会
社 

東
京
都
条
例
に
よ
り
定
め
ら
れ
業
務

上
必
要
な
こ
と
か
ら
取
得
す
る
も
の
で
あ

り
、
資
格
取
得
に
尽
力
し
た
労
を
ね
ぎ
ら
う

た
め
に
合
格
一
時
金
を
支
給
す
る
こ
と
と
し

た
。
な
お
、
対
象
の
駅
を
受
託
後
新
た
に
取

得
し
た
当
社
社
員
に
対
し
て
も
受
験
費
用
及

び
合
格
一
時
金
を
支
給
す
る
。 

組
合 

自
衛
消
防
技
能
認
定
者
が
一
日
の
勤

務
時
に
必
ず
一
名
が
必
要
な
の
か
。
ま
た
、

今
認
定
資
格
者
が
必
要
な
箇
所
は
ど
こ
か
。 

会
社 

一
日
の
勤
務
で
必
ず
一
名
が
同
資
格

取
得
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
現
時
点
で

資
格
取
得
箇
所
名
は
、
地
下
駅
の
馬
喰
町

駅
・
八
丁
堀
駅
・
越
中
島
駅
と
秋
葉
原
駅
で

あ
る
。
今
後
の
新
規
受
託
な
ど
で
追
加
が
あ

る
。 

会
社 

当
社
が
受
託
し
て
い
る
エ
リ
ア
内
は
ほ

ぼ
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
利
用
可
能
エ
リ
ア
で
あ
り
、
社

員
が
実
際
に
利
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
お
客
さ

ま
か
ら
の
問
合
せ
な
ど
が
あ
っ
た
場
合
に
関
連

す
る
サ
ー
ビ
ス
内
容
を
習
得
す
る
必
要
性
を
鑑

み
て
決
定
し
た
。
ま
た
現
行
の
社
員
証
に
つ
い

て
は
、
有
効
期
限
が
来
た
際
に
社
員
証
と
業
務

Ｉ
Ｄ
カ
ー
ド
を
別
に
し
て
使
用
す
る
こ
と
に
な

る
。 

会
社 

社
員
数
の
増
加
に
比
例
し
て
諸
手
続
き

の
業
務
量
が
増
加
、
煩
雑
化
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
各
種
事
務
業
務
を
統
合
し
、
よ
り
効
率
的

に
業
務
を
推
進
す
る
た
め
に
必
要
な
社
員
を
配

置
し
て
運
営
す
る
。 

組
合 

現
在
の
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
グ
ル
ー
プ

の
要
員
体
制
に
つ
い
て
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
。 

会
社 

二
月
十
五
日
新
設
で
管
理
職
一
名
と
総

務
担
当
と
人
事
担
当
で
各
一
名
の
計
三
名
に
て

業
務
を
開
始
し
て
い
る
。
今
ま
で
様
々
な
事
務

取
り
扱
い
で
多
様
の
問
合
せ
窓
口
が
あ
り
、
業

務
運
営
上
で
不
都
合
が
あ
っ
た
。
今
後
に
つ
い

て
は
、
新
年
度
以
降
に
要
員
体
制
な
ど
を
変
更

す
る
場
合
も
あ
る
。 

八
、
通
勤
定
期
券
（
鉄
道
）
の
Ｉ
Ｃ
化

を
行
う
理
由
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
。 

会
社 

駅
業
務
を
専
門
と
す
る
会
社
で
働
く
社

員
一
人
ひ
と
り
が
Ｓ
ｕ
ｉ
ｃ
ａ
施
策
に
関
わ

り
、
関
連
す
る
サ
ー
ビ
ス
内
容
を
習
得
す
る
必

要
性
を
鑑
み
て
自
ら
所
有
す
る
通
勤
定
期
券
を

Ｉ
Ｃ
化
す
る
こ
と
と
し
た
。 

組
合 

磁
気
定
期
券
か
Ｓ
ｕ
ｉ
ｃ
ａ
定
期
券
を

使
用
す
る
か
を
選
択
す
る
の
は
本
人
次
第
だ
と

思
う
。
社
員
証
に
定
期
券
情
報
を
入
れ
て
使
用

す
る
と
壊
れ
た
場
合
に
不
便
で
あ
る
。 

七
、
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
グ
ル
ー
プ
の

新
設
の
理
由
及
び
要
員
体
制
と
業
務
内

容
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
。 


